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新
設
法
人
説
明
会

日
時
／
８
月
22
日
・
10
月
17
日
13
：
30
〜
16
：
00

会
場
／
麻
布
税
務
署
別
館
会
議
室

対
象
は
新
設
法
人
（
会
員
を
問
わ
ず
）。

税
知
識
・
会
社
設
立
に
伴
う
税
務
手
続
き
を
解
説
。

源
泉
部
会 

第
３
回
研
修
会

日
時
／
９
月
21
日
14
：
00
〜
16
：
00

会
場
／
麻
布
税
務
署
別
館
会
議
室

「
報
酬
・
料
金
等
」

令
和
５
年
度
第
３
回
理
事
会

日
時
／
９
月
27
日
15
：
00
〜
16
：
00

会
場
／
麻
布
税
務
署
別
館
会
議
室

決
算
法
人
説
明
会

日
時
／
９
月
29
日
・
11
月
20
日

　
　
　
13
：
30
〜
16
：
00

会
場
／
麻
布
税
務
署
別
館
会
議
室

決
算
期
を
迎
え
る
法
人
対
象

（
会
員
を
問
わ
ず
）。
主
に
決
算
・
申
告
の
実
務
、
法
人
税
を
解
説
。

み
な
と
区
民
ま
つ
り

日
時
／
10
月
７
日
11
：
00
〜
17
：
00

　
　
　
10
月
８
日
10
：
00
〜
16
：
00　

会
場
／
増
上
寺

源
泉
部
会 

第
４
回
研
修
会

日
時
／
10
月
26
日
10
：
00
〜
12
：
00　
14
：
00
〜
16
：
00

　
　
　
10
月
27
日
10
：
00
〜
12
：
00

会
場
／
麻
布
税
務
署
別
館
会
議
室

「
本
年
度
分
の
年
末
調
整
に
つ
い
て
（
法
定
調
書
含
む
）」

源
泉
部
会 

第
５
回
研
修
会

日
時
／
10
月
27
日
14
：
00
〜
16
：
00

会
場
／
麻
布
税
務
署
別
館
会
議
室

「
ス
マ
ホ
で
年
調
」

令
和
５
年
度
第
４
回
理
事
会

日
時
／
11
月
16
日
15
：
00
〜
16
：
00　

会
場
／
麻
布
区
民
協
働
ス
ペ
ー
ス

源
泉
部
会 

第
６
回
研
修
会

日
時
／
11
月
21
日
14
：
00
〜
16
：
00

会
場
／
麻
布
税
務
署
別
館
会
議
室

「
年
末
調
整
の
計
算
（
基
礎
）」

各イベント共中止・延期・変更の可能性がございます。
最新情報はホームページをご確認いただくか、麻布法人会事務局迄お問合せ下さい。

https://www.azabu-hojinkai.or.jp/
TEL 03-3408-1324
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“
伝
統
と
は
革
新
の
連
続
”
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
が
、
新
し
い
こ
と
を
し
て
変

え
て
い
か
な
い
と
、
伝
統
を
未
来
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
２
０
２

２
年
に
社
長
の
座
を
息
子
に
譲
り
、
会
長

に
退
き
ま
し
た
が
、
事
業
を
継
承
す
る
に

あ
た
っ
て
は
『
お
ま
え
の
新
正
堂
に
す
れ

ば
い
い
』
と
伝
え
ま
し
た
。
伝
統
を
守
る

だ
け
な
く
、
新
た
な
道
を
切
り
開
い
て
行

っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
」

港
区
へ
の
恩
返
し
を
誓
い

観
光
協
会
会
長
と
し
て

地
域
に
貢
献

　
地
元
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
、
現
在

は
港
区
観
光
協
会
会
長
を
務
め
る
渡
邉
氏
。

「
私
が
新
正
堂
に
入
社
し
た
と
き
は
港
区

の
芝
に
は
46
軒
の
和
菓
子
屋
が
あ
り
ま
し

た
が
、
今
は
12
軒
で
す
。
港
区
へ
の
恩
返

し
の
た
め
に
出
来
る
こ
と
が
あ
れ
ば
と
、

観
光
協
会
で
は
や
り
た
い
こ
と
を
や
ら
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
港
区
は
人
気
の
飲
食
店
や
商
業
施
設
が

集
ま
る
最
先
端
の
情
報
発
信
地
で
あ
る
一

方
で
、
歴
史
を
感
じ
ら
れ
る
貴
重
な
文
化

財
や
史
跡
、
四
季
折
々
の
美
し
い
表
情
を

も
つ
緑
や
水
辺
な
ど
、
多
彩
な
魅
力
溢
れ

る
街
で
す
。
世
界
76
の
国
が
港
区
に
大
使

館
を
所
有
し
て
い
て
、
国
内
外
か
ら
の
お

客
様
も
多
く
訪
れ
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

旅
行
者
の
た
め
の
“
ま
ち
歩
き
コ
ー
ス
マ

ッ
プ
”
や
“
観
光
マ
ッ
プ
”
を
作
り
、
国

際
化
を
推
進
す
る
ほ
か
、
観
光
課
や
観
光

大
使
の
制
度
を
区
に
働
き
掛
け
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
提
唱
し
、
地

域
の
発
展
に
日
々
勤
め
て
い
ま
す
」

味
し
さ
を
認
め
、
今
で
は
他
の
商
品
も
直

火
炊
き
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
生
産
者

さ
ん
た
ち
の
努
力
で
、
小
豆
の
質
は
向
上

し
て
い
ま
す
。ア
ク
も
以
前
よ
り
少
な
い
。

材
料
が
進
化
し
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
製
法

も
変
え
な
く
て
は
と
考
え
ま
し
た
。
最
中

の
皮
も
パ
リ
っ
と
し
て
、
香
ば
し
い
で
し

ょ
う
。
皮
が
口
の
中
で
ひ
っ
つ
く
の
が
嫌

で
、
材
料
を
上
質
な
餅
米
に
変
更
し
、
水

分
を
減
ら
し
、
軽
や
か
な
食
感
を
追
求
し

ま
し
た
。
餡
と
の
相
性
も
最
高
で
す
。
ほ

か
の
和
菓
子
に
関
し
て
も
、
そ
の
特
性
に

合
わ
せ
て
一
番
お
い
し
い
製
法
や
配
合
を

研
究
し
て
い
ま
す
」

　
和
菓
子
を
入
れ
る
ト
レ
ー
（
容
器
）
と

い
え
ば
白
や
黒
の
が
定
番
の
と
こ
ろ
、
切

腹
最
中
は
真
っ
赤
な
箱
に
詰
め
ら
れ
、
開

け
た
時
の
イ
ン
パ
ク
ト
も
楽
し
い
。

「
包
装
資
材
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン

も
、『
和
菓
子
だ
か
ら
』
と
い
う
既
成
の

や
り
方
に
は
と
ら
わ
れ
ず
、
自
由
な
発
想

で
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

ン
研
究
所
の
ド
レ
ス
科
で
デ
ザ
イ
ナ
ー
を

目
指
し
て
学
ん
で
い
た
と
き
２
代
目
徳
司

氏
の
長
女
・
則
子
さ
ん
と
出
会
い
、
そ
の

後
結
婚
。
後
継
が
お
ら
ず
、
廃
業
の
危
機

に
あ
っ
た
新
正
堂
を
継
ぐ
決
意
を
固
め

る
。
３
年
間
、
昼
間
は
新
正
堂
で
働
き
な

が
ら
、
夜
は
製
菓
学
校
で
和
菓
子
の
基
礎

を
学
ん
だ
と
い
う
。

「
和
菓
子
は
門
外
漢
。
だ
か
ら
こ
そ
自
由

な
発
想
で
、
新
し
い
商
品
を
開
発
で
き
た

と
思
い
ま
す
。『
切
腹
最
中
』
は
外
見
や

ネ
ー
ミ
ン
グ
の
興
だ
け
で
な
く
、
餡
と
皮

に
こ
だ
わ
り
、
美
味
し
さ
を
追
求
し
た
創

意
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
通
常
、
餡

は
小
豆
を
一
晩
水
に
さ
ら
し
て
、
煮
て
か

ら
ア
ク
や
渋
を
取
る
の
で
す
が
、
煮
立
た

せ
た
湯
に
生
の
小
豆
を
入
れ
る
『
直
火
炊

き
』
と
い
う
製
法
で
作
っ
て
い
ま
す
。
豆

の
風
味
が
豊
か
で
、
コ
ク
の
あ
る
甘
味
に

な
る
ん
で
す
。
職
人
か
ら
は
、
お
店
の
命

と
も
言
え
る
餡
を
変
え
る
な
ん
て
と
ん
で

も
な
い
と
反
対
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
美

腹
』
を
模
し
た
外
見
と
名
称
な
ん
て
も
っ

て
の
ほ
か
、
お
祝
い
や
お
見
舞
い
に
使
え

な
い
と
家
族
や
周
囲
は
猛
反
対
で
し
た
。

そ
れ
で
も
諦
め
き
れ
ず
、
説
得
を
重
ね
２

年
を
掛
け
発
売
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
し

か
し
当
初
は
ま
っ
た
く
売
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
あ
る
時
、
証
券
会
社
の
支
店
長
が
株

価
の
下
が
っ
た
こ
と
を
お
客
様
に
お
詫
び

に
行
く
際
、
切
腹
最
中
を
持
参
し
た
ら
場

が
和
み
、
先
方
は
笑
っ
て
許
し
て
く
れ

た
っ
て
言
う
ん
で
す
。
そ
の
逸
話
が
日
本

経
済
新
聞
の
コ
ラ
ム
に
掲
載
さ
れ
、
話
題

に
な
り
ま
し
た
。
や
が
て
羽
田
空
港
の
シ

ョ
ッ
プ
や
有
名
百
貨
店
か
ら
オ
フ
ァ
ー
が

次
々
と
舞
い
込
み
、
お
詫
び
の
手
土
産
と

し
て
定
着
す
る
と
瞬
く
間
に
売
り
上
げ
が

倍
増
。
今
で
は
新
正
堂
を
代
表
す
る
看
板

商
品
で
す
」

伝
統
を
受
け
継
ぐ
と
は

新
し
い
道
を
切
り
拓
く
こ
と

　
渡
邉
氏
は
愛
知
県
出
身
。
桑
原
デ
ザ
イ

柔
軟
な
発
想
か
ら
生
ま
れ
た

老
舗
和
菓
子
店
の
大
ヒ
ッ
ト
商
品

　
大
正
元
年
創
業
、
１
１
０
年
を
迎
え
る

御
菓
子
司
「
新
正
堂
」。
３
代
目
当
主
・

渡
邉
仁
久
氏
が
考
案
し
た
「
切
腹
最
中
」

は
、
１
日
１
０
０
個
の
売
上
で
ヒ
ッ
ト
商

品
と
言
わ
れ
る
和
菓
子
界
で
、
１
日
１
万

１
０
７
２
個
の
売
上
記
録
を
持
つ
。

「
関
東
大
震
災
、太
平
洋
戦
争
下
の
空
襲
、

環
状
２
号
線
の
都
市
整
備
と
、
３
度
の
移

転
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
が
、
新
橋
の
地
を

１
度
も
離
れ
る
こ
と
な
く
和
菓
子
作
り
を

続
け
て
来
ら
れ
た
の
は
、
ご
先
祖
の
お
か

げ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
初
代
店
舗
は
奥
州

一
之
関
藩
・
田
村
右
京
太
夫
上
屋
敷
（
通

称
＝
田
村
邸
）
跡
地
内
に
あ
り
、
忠
臣
蔵

の
発
端
と
な
っ
た
播
州
赤
穂
藩
主
・
浅
野

内
匠
頭
長
矩
候
切
腹
の
地
。
私
は
忠
臣
蔵

が
大
好
き
で
、
忠
臣
蔵
に
ち
な
ん
だ
和
菓

子
を
と
考
え
た
の
が『
切
腹
最
中
』で
す
。

縁
起
を
重
ん
じ
る
和
菓
子
の
世
界
で
『
切

渡
邉
仁
久
氏

株
式
会
社
新
正
堂 

会
長 

取材：吉田眞紀子、齊藤将彦／文責：池上薫　

新橋の地で110年の歴史を誇る「新正堂」。
「切腹最中」を考案し、大ヒットに導いた３代目・渡邉仁久氏に、

伝統にとらわれない発想力と港区への想いをお伺いした。

▪渡邉　仁久（わたなべ　よしひさ）プロフィール

株式会社新正堂会長。港区観光協会会長。播州赤穂
観光大使。1952年、愛知県生まれ。1975年、桑
原デザイン研究所ドレスデザイン科卒業。家業であ
るカレンダー製造のカトーカ株式会社に入社し、３
年間の実務経験を積む。その後、妻の実家である株
式会社新正堂に入社。製菓学校に通い、和菓子の基
礎を学び３代目を継ぐ。
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総
合
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
で
約
20
年
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
全
般
を
学
び
、
１
９
９

１
年
に
「
株
式
会
社
フ
ラ
ッ
ト
」
を
起
業

し
た
加
藤
稔
氏
。
独
立
後
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
業
界
で
培
っ
た
キ
ャ
リ
ア
を
活
か
し
、

ア
パ
レ
ル
関
係
を
中
心
に
、
商
品
企
画
や

新
規
ブ
ラ
ン
ド
の
立
ち
上
げ
、販
売
促
進
、

広
告
宣
伝
、
空
間
デ
ザ
イ
ン
、
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
仕
事
に
携

わ
っ
て
き
た
。
順
調
に
業
績
を
伸
ば
し
て

き
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
状
況
は
一
変
。
展

示
会
や
シ
ョ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
激
減

し
、
契
約
解
除
が
相
次
い
だ
と
か
。
今
後

何
を
す
べ
き
か
模
索
す
る
な
か
で
、
テ
ー

マ
と
し
て
注
目
し
た
の
が
企
業
の
ス
ト
レ

ス
問
題
だ
っ
た
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
一
筋
か
ら

脳
神
経
科
学
の
分
野
に
挑
戦

　
元
々
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
志
望
で
ア
パ
レ
ル

企
業
に
就
職
し
た
加
藤
氏
だ
っ
た
が
、
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
業
務
を
担
当
す
る
こ
と
に

な
り
、
そ
こ
で
衣
食
住
す
べ
て
の
物
作
り

を
学
ん
で
き
た
。

「
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
と
い
う
言
葉

が
ま
だ
浸
透
し
て
い
な
い
時
代
で
し
た

が
、
服
だ
け
で
な
く
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

全
般
に
つ
い
て
勉
強
で
き
た
の
は
幸
い
で

し
た
。
そ
の
土
台
が
あ
っ
た
の
で
、
独
立

し
た
と
き
も
、
順
調
に
仕
事
の
依
頼
を
い

た
だ
き
、と
く
に
苦
労
し
た
経
験
も
な
く
、

続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
」

　
三
陽
商
会
が
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を
結
ん

で
い
た
『
バ
ー
バ
リ
ー
』
の
ブ
ラ
ン
ド
再

編
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
輸
入
ブ
ラ
ン
ド

の
広
告
宣
伝
、
イ
ン
テ
リ
ア
関
係
や
映
像

制
作
な
ど
も
手
が
け
、
ず
っ
と
順
風
満
帆

で
あ
っ
た
だ
け
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
打
撃
は

こ
と
の
ほ
か
大
き
か
っ
た
。
ほ
か
に
何
が

で
き
る
か
考
え
て
み
て
も
、
長
年
続
け
て

き
た
事
業
を
急
に
転
換
す
る
の
は
容
易
で

は
な
か
っ
た
と
い
う
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
ス
ト
レ
ス
を

可
視
化
す
る
技
術
に
注
目

　

新
事
業
の
ヒ
ン
ト
に
つ
な
が
っ
た
の

は
、
ク
ラ
イ
ン
ト
か
ら
よ
く
相
談
を
受
け

た
件
を
思
い
出
し
た
こ
と
か
ら
だ
っ
た
。

「
取
引
先
に
行
く
と
、
上
層
部
か
ら
は
部

下
が
使
え
な
い
と
い
う
悩
み
、
部
下
か
ら

は
話
が
通
じ
な
い
上
司
へ
の
不
満
な
ど
を

ど
こ
の
会
社
で
も
よ
く
耳
に
し
ま
し
た
。

対
人
関
係
や
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
で
病
気
に

な
る
人
も
多
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
の

時
代
は
企
業
内
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
が
、

ま
す
ま
す
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
く
る
と

確
信
し
ま
し
た
」

　
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
い
く
う
ち
に
、
ヘ
ル

ス
ケ
ア
科
学
と
Ｉ
Ｔ
を
融
合
し
、
ス
ト
レ

ス
問
題
を
研
究
し
て
い
る
筑
波
大
学
発
の

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
『
ミ
ロ
ッ
ク
ス
』
と
出

会
っ
た
そ
う
。
そ
こ
で
開
発
さ
れ
た
“
ス

ト
レ
ス
を
可
視
化
し
て
改
善
に
導
く
”
シ

ス
テ
ム
に
興
味
を
持
ち
、
業
務
提
携
を
結

ぶ
こ
と
に
。
販
促
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を

中
心
に
、
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
新
し
い
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で

組
織
力
の
向
上
を
目
指
す

　
展
開
す
る
の
は
『
ｒ
ｅ
ｎ
ｅ
ｗ
ｒ
ｏ
Ⓡ
』

（
リ
ニ
ュ
ー
ロ
）
と
い
う
組
織
力
向
上
ビ

ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
で
、
筑
波

大
学
に
よ
る
臨
床
心
理
学
、
脳
神
経
科
学

を
ベ
ー
ス
に
し
た
独
自
の
分
析
メ
ソ
ッ
ド

を
活
用
し
、
ス
ト
レ
ス
の
根
本
原
因
を
可

視
化
す
る
の
が
特
徴
。
具
体
的
に
は
Ｖ
Ｒ

を
使
っ
て
、
対
人
ス
ト
レ
ス
に
関
わ
る
心

理
や
行
動
特
性
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
関
す
る
気
質
特
性
と
い
っ
た
内
容
の
ア

セ
ス
メ
ン
ト
（
組
織
診
断
）
を
行
い
、
上

司
や
部
下
の
対
人
特
性
や
傾
向
を
タ
イ
プ

別
に
分
類
す
る
こ
と
で
、
表
に
現
れ
な
い

本
当
の
問
題
原
因
を
抽
出
す
る
そ
う
。

「
個
々
の
弱
い
部
分
や
劣
っ
て
い
る
部
分

が
数
値
で
見
え
て
く
る
の
で
、
改
善
に
向

け
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
コ
ー
チ
ン
グ
を
行
い

ま
す
」

　
専
門
コ
ー
チ
は
、
臨
床
心
理
と
ビ
ジ
ネ

ス
現
場
を
理
解
す
る
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
の
視
点
か
ら
、
１
ｏ
ｎ
１
で
対

人
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
上
げ
る

実
践
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
く
そ
う
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
ス
ト
レ
ス

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力
、
対
人
特
性
の
理
解
力

も
ア
ッ
プ
す
る
の
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
で

は
、
一
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
最
も
効
率

の
よ
い
関
係
図
の
中
で
進
め
て
い
け
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
」

　
ス
ト
レ
ス
は
メ
ン
タ
ル
で
は
な
く
、
無

自
覚
に
起
こ
る
脳
の
偏
桃
体
反
応
に
よ
る

も
の
だ
そ
う
で
、
脳
内
ス
ト
レ
ス
反
応
を

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
も
可
能
だ
と
か
。

「
大
き
な
企
業
で
は
産
業
医
が
社
員
の
健

康
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
の
よ
う

な
ス
ト
レ
ス
社
会
に
於
い
て
は
、
中
小
企

業
で
も
従
業
員
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
は
必
要

不
可
欠
に
な
っ
て
い
ま
す
。
企
業
以
外
に

も
、
組
織
全
体
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
上

げ
な
け
れ
ば
個
人
技
だ
け
で
は
勝
て
な
い

チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
や
、
塾
な
ど
の
教
育
現

場
に
も
提
案
し
て
い
き
た
い
」と
の
こ
と
。

ス
ト
レ
ス
の
予
防
は
、
も
は
や
常
識
と
い

う
時
代
に
な
っ
て
い
る
。

企業のストレス課題を自発的に解消し
組織力を向上させる新サービスを展開

株式会社フラット
www.flatkreative.com

地域に根差した
水回りのメンテナンスで
社会貢献に取り組む

トーテクシステム有限会社
TEL：03－3583－7435

　
「
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
」水
栓
の
修
理
・
交
換
を
中

心
に
、
販
売
、
施
工
、
点
検
な
ど
を
手
が

け
る
「
ト
ー
テ
ク
シ
ス
テ
ム
」
は
、
赤
坂

に
本
社
を
置
く
水
回
り
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

プ
ロ
集
団
。
創
業
は
平
成
５
年
、
現
在
は

２
代
目
の
今
野
邦
浩
氏
が
代
表
取
締
役
を

務
め
、
港
区
エ
リ
ア
の
オ
フ
ィ
ス
や
住
宅

の
水
回
り
ト
ラ
ブ
ル
に
対
応
し
て
い
る
。

人
と
人
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
と
な
り

地
域
や
社
会
に
積
極
的
に
貢
献

　
『
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
』
と
サ
ー

ビ
ス
店
契
約
を
交
わ
し
、
水
栓
関
係
の
修

理
交
換
を
業
務
と
す
る
同
社
だ
が
、
創
業

当
初
は
ド
イ
ツ
製
や
ア
メ
リ
カ
製
な
ど
外

国
水
栓
も
扱
っ
て
い
た
。
デ
ザ
イ
ン
性
に

優
れ
、
納
入
先
は
高
級
マ
ン
シ
ョ
ン
が
中

心
の
ス
テ
ー
タ
ス
・
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
知

ら
れ
て
い
た
が
、
価
格
も
高
く
、
部
品
の

取
り
寄
せ
に
時
間
を
要
す
こ
と
も
あ
り
、

品
質
や
デ
ザ
イ
ン
、
サ
ー
ビ
ス
が
ど
ん
ど

ん
向
上
し
て
い
た
国
産
水
栓
に
シ
フ
ト
し

て
い
っ
た
そ
う
。

「
今
も
一
部
外
国
水
栓
を
扱
っ
て
い
ま
す

が
、
９
割
以
上
は
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
製
品
で
す
。」

　
水
回
り
の
修
理
と
い
う
と
、
街
の
水
道

業
者
な
ど
競
争
相
手
も
多
そ
う
だ
が
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
に
於
い
て
は
特
別
な
技
術
が

必
要
な
ケ
ー
ス
も
多
く
、
水
道
専
門
で
は

タ
ッ
チ
で
き
な
い
部
分
も
あ
る
の
だ
と
か
。

「
キ
ッ
チ
ン
や
お
風
呂
の
蛇
口
の
中
の
部

品
交
換
と
か
、
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
の
場
合

は
電
機
部
分
も
あ
る
の
で
、
我
々
カ
ス
タ

マ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
な
け
れ
ば
触
れ
な
い

仕
事
で
す
。
本
体
交
換
を
し
な
く
て
も
ピ

ン
ポ
イ
ン
ト
で
の
修
理
が
可
能
な
の
で
、

選
択
肢
の
提
供
や
値
段
を
抑
え
る
提
案
を

で
き
る
の
が
強
み
で
す
」

　
自
社
ビ
ル
の
１
階
に
は
、
電
気
工
事
を

専
門
に
請
け
負
う『
株
式
会
社
今
野
商
店
』

が
あ
り
、
配
線
な
ど
の
協
力
体
制
も
整
っ

て
い
る
。
一
方
、
水
道
業
者
と
は
、
壁
の

中
な
ど
自
社
で
修
理
で
き
な
い
部
分
を
依

頼
す
る
こ
と
も
あ
り
、
持
ち
つ
持
た
れ
つ

の
関
係
で
も
あ
る
そ
う
。

「
お
客
様
と
の
つ
な
が
り
、
仕
入
れ
先
や

各
設
備
業
者
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
が
あ
っ

て
こ
そ
成
り
立
つ
仕
事
な
の
で
、
人
と
人

を
つ
な
ぐ
歯
車
に
な
っ
て
、
地
域
や
社
会

の
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

う
す
れ
ば
、
利
益
は
後
か
ら
つ
い
て
き
ま

す
」

担
当
す
る
の
は
、
港
区
を
中
心
と
し
た
地

元
に
密
着
し
た
エ
リ
ア
で
、
オ
フ
ィ
ス
や

飲
食
店
が
６
〜
７
割
を
占
め
る
。

時
代
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た

除
菌
、
節
水
型
が
ト
レ
ン
ド

　
コ
ロ
ナ
禍
以
前
と
以
降
で
は
、
売
れ
筋

に
変
化
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。

「
最
近
は
、
汚
れ
が
す
ぐ
落
ち
て
掃
除
が

し
や
す
い
除
菌
機
能
付
き
の
ウ
ォ
シ
ュ
レ

ッ
ト
が
人
気
で
す
。
最
新
の
タ
イ
プ
は
、

水
道
水
を
電
気
分
解
し
て
作
ら
れ
る
次
亜

塩
素
酸
が
便
器
や
ノ
ズ
ル
を
自
動
で
除
菌

す
る
機
能
が
付
い
て
い
て
、
黒
ず
み
が
付

き
に
く
い
の
も
特
長
で
す
。
オ
フ
ィ
ス
用

で
は
、
レ
バ
ー
に
触
れ
ず
に
流
せ
る
セ
ン

サ
ー
付
き
が
増
え
ま
し
た
。
ま
た
、
タ
イ

マ
ー
で
調
節
で
き
る
節
水
タ
イ
プ
も
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
」

　
20
年
近
く
、
現
場
で
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん

で
き
た
ベ
テ
ラ
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
今
野
氏

だ
が
、
若
い
頃
は
仕
事
に
対
し
て
前
向
き

に
な
れ
ず
、
何
も
目
標
が
持
て
な
か
っ
た

と
い
う
。

「
父
の
会
社
と
い
う
こ
と
で
、
社
会
経
験

も
常
識
も
な
い
ま
ま
卒
業
し
て
す
ぐ
入
社

し
た
の
で
、
技
術
力
や
人
間
性
が
た
め
さ

れ
る
現
場
に
行
く
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
仕
事

は
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
最
初
は
馴
染
め
ま

せ
ん
で
し
た
」

　
考
え
方
が
変
化
し
た
の
は
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の

ブ
ラ
ン
ド
力
の
高
さ
を
意
識
す
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
だ
と
か
。

「
修
理
に
行
っ
た
先
で
、“
さ
す
が
天
下

の
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
さ
ん
…
”
と
い
う
お
褒
め
の

言
葉
を
た
び
た
び
耳
に
し
、
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
に

対
す
る
世
間
の
評
価
を
認
識
し
は
じ
め
ま

し
た
。
品
質
の
高
さ
を
知
る
ほ
ど
に
、
自

分
の
仕
事
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
で
は
な
く
、
困

り
事
を
解
決
す
る
誇
り
あ
る
仕
事
だ
と
思

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

若
い
世
代
が
希
望
を
持
て
る

環
境
づ
く
り
を

　
10
年
ほ
ど
前
か
ら
、
18
社
あ
る
東
京
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
社
の
役
員
も
務
め
、
現

場
経
験
の
少
な
い
若
い
人
を
対
象
に
研
修

会
を
企
画
す
る
な
ど
、
次
世
代
の
育
成
、

教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

「
現
場
で
は
ひ
と
り
な
の
で
、
引
き
出
し

を
多
く
作
っ
て
心
に
余
裕
を
持
て
る
よ

う
、
技
術
と
メ
ン
タ
ル
の
両
方
の
ケ
ア
を

心
が
け
て
い
ま
す
」

　
現
代
の
若
い
世
代
が
将
来
に
希
望
を
持

て
ず
、
幸
福
度
が
低
い
こ
と
も
気
が
か
り

だ
そ
う
。
会
社
を
通
し
て
若
い
世
代
に
希

望
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
社

会
に
貢
献
で
き
る
こ
と
が
な
い
か
を
課
題

と
し
、
ま
ず
は
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
、
社

員
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境
を
整
え
、
利

益
の
一
部
を
毎
月
子
ど
も
食
堂
や
赤
十
字

な
ど
に
寄
付
し
て
社
会
に
還
元
し
て
い
る
。

　
「
う
ま
く
引
き
継
い
で
、
次
世
代
に
早

く
バ
ト
ン
を
渡
す
こ
と
も
大
事
」
と
今
野

氏
。
赤
坂
で
生
ま
れ
育
ち
、
会
社
も
赤
坂

と
い
う
縁
か
ら
も
、
地
域
の
役
に
立
ち
た

い
と
い
う
強
い
思
い
が
窺
え
る
。

企
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に
つ
い
て
も
審
議
さ
れ
、
採
決
の
結
果
第
一
号

議
案
及
び
第
二
号
議
案
は
原
案
通
り
承
認
可
決

さ
れ
た
。
そ
の
後
ご
来
賓
の
皆
様
よ
り
ご
祝
辞

を
頂
戴
し
、
閉
会
と
な
っ
た
。

　

総
会
終
了
後
、
場
所
を
曙
の
間
に
移
し
懇
親

会
を
開
催
し
、
多
数
の
ご
来
賓
の
方
を
迎
え
、

同
時
に
新
入
会
員
の
紹
介
が
な
さ
れ
た
。
終
始

活
発
な
交
流
が
行
わ
れ
、
退
任
役
員
の
労
い
新

任
役
員
の
お
迎
え
も
兼
ね
て
、
華
や
か
な
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
と
社
交
（
競
技
）
ダ
ン
ス
を
鑑
賞
し
、

最
後
は
名
残
惜
し
ん
で
の
閉
幕
と
な
っ
た
。

総
務
委
員　

飯
島
一
郎

　

令
和
５
年
６
月
26
日
午
後
４
時
よ
り
明
治
記
念
館
蓬
莱
の
間

に
お
い
て
、
公
益
社
団
法
人
麻
布
法
人
会
第
12
回
通
常
総
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　

最
初
に
司
会
の
平
野
浩
一
郎
会
員
よ
り
正
会
員
の
出
席
及
び

委
任
状
の
提
出
（
正
会
員
１
，
５
２
８
社
、
出
席
会
員
55
社
、

委
任
状
提
出
会
員
７
５
３
社
、
出
席
率
52
．
８
％
）
を
も
っ
て

通
常
総
会
が
有
効
に
成
立
し
た
と
の
報
告
が
あ
り
開
会
が
宣
さ

れ
た
。
開
会
に
あ
た
り
稲
葉
秀
一
会
長
よ
り
ご
挨
拶
が
あ
り
続

い
て
定
款
14
条
に
基
づ
き
総
会
議
長
に
同
稲
葉
会
長
が
指
名
さ

れ
、
議
事
録
署
名
人
に
は
浅
本
弘
強
会
員
、
額
賀
眞
理
子
会
員

が
選
任
さ
れ
た
。

　

議
事
の
う
ち
報
告
事
項
に
つ
い
て
は
、
片
岡
雅
敦
副
会
長
か

ら
令
和
５
年
度
事
業
計
画
、
令
和
４
年
度
事
業
報
告
、
渡
邉
由

紀
子
総
務
委
員
長
か
ら
令
和
５
年
度
収
支
予
算
の
報
告
が
な
さ

れ
た
。
ま
た
、
審
議
事
項
に
つ
い
て
は
、
第
一
号
議
案
で
あ
る

令
和
４
年
度
決
算
報
告
承
認
の
件
及
び
監
査
報
告
の
う
ち
、
渡

邉
総
務
委
員
長
か
ら
令
和
４
年
度
決
算
報
告
が
な
さ
れ
、
田
中

博
尊
監
事
か
ら
決
算
報
告
書
が
適
正
で
あ
る
旨
の
監
査
報
告
が

な
さ
れ
た
。
第
二
号
議
案
の
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選
任
の
件

葉山国際カンツリー倶楽部

神奈川県三浦郡葉山町木古庭 1043-1http://www.hayama-kokusai-cc.com ゴ ル フ 場
御予約専用電話　 0 4 6 - 8 7 8 - 8 1 1 0
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活動
報告

　
５
月
29
日
、
明
治
記
念
館
「
鳳
凰
の
間
」
に
て
株
式
会
社

ユ
ー
グ
レ
ナ
の
代
表
取
締
役
社
長 

出
雲
充
氏
を
お
招
き
し

て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ミ
ド
リ
ム
シ
は
「
食
糧・栄
養
問
題
」「
地
球
温
暖
化
問
題
」

そ
し
て
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
」
と
い
う
世
界
が
直
面
し
て
い

る
大
問
題
を
一
気
に
解
決
す
る
生
物
で
す
。

　
大
学
入
学
後
、
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
の
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
初

め
て
訪
れ
た
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
子
供
の
栄
養
問
題
に
直
面

し
た
出
来
事
が
、
出
雲
社
長
の
人
生
を
大
き
く
変
え
る
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
学
卒
業
後
は
銀
行
勤
務
を
経
て
、
ミ
ド
リ
ム
シ
の
大
量

培
養
技
術
の
開
発
に
取
り
組
み
な
が
ら
２
０
０
５
年
に
創
業

し
世
界
初
の
ミ
ド
リ
ム
シ
の
食
用
屋
外
大
量
培
養
に
成
功
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
「
ヤ
ン
グ
グ
ロ
ー
バ

ル
リ
ー
ダ
ー
」
に
選
出
さ
れ
、
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
す

る
な
ど
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
活
躍
が
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
講
演
の
中
で
出
雲
社
長
は
自
身
の
活
動
経
験
を
踏
ま
え
、

「
99
％
失
敗
す
る
も
の
で
も
数
百
回
ト
ラ
イ
す
れ
ば
成
功
す

る
」、「
若
者
が
自
信
を
持
っ
て
前
に
進
む
た
め
に
は
彼
ら
へ

の
メ
ン
タ
ー
、
ア
ン
カ
ー
に
な
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
彼
ら
の

成
長
や
発
展
を
促
進
し
、
将
来
の
成
功
に
向
け
て
の
基
盤
を

築
く
の
に
役
立
つ
」
と
い
う
、
苦
労
と
挑
戦
を
通
じ
た
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
訴
え
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
若
者
へ
の
メ
ン
タ
ー
や
ア
ン
カ
ー
役
と
な
る
事
が
彼
ら
の

成
長
や
発
展
を
促
進
し
、
将
来
の
成
功
に
向
け
た
基
盤
を
築

く
の
に
役
立
つ
ば
か
り
で
は
な
く
、
多
く
の
参
加
者
に
未
来

へ
の
創
造
的
な
気
づ
き
を
与
え
る
内
容
が
凝
縮
さ
れ
た
大
変

貴
重
な
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

公
益
事
業
委
員　
齊
藤
将
彦

公
益
事
業
委
員
会

企業向けセミナー
「僕はミドリムシで世界を救うことに決めました。」

株式会社ユーグレナ　代表取締役社長　出雲 充氏 

　
　

ゴ
ル
フ
同
好
会

第１回 麻布・芝ゴルフ同好会合同ゴルフコンペ
令和５年４月４日　葉山国際カンツリー俱楽部

　

４
月
10
日
月
曜
日
、
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
を
お
借
り
し

て
、
献
血
活
動
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

の
不
安
も
和
ら
ぎ
少
し
暖
か
く
な
っ
た
為
か
、
お
散
歩
が
て

ら
近
隣
オ
フ
ィ
ス
か
ら
お
越
し
下
さ
る
方
も
多
く
、
今
ま
で

に
も
ま
し
て
多
様
な
ご
協
力
者
を
得
ら
れ
た
活
動
と
な
り
ま

し
た
。

　
公
務
ご
多
用
の
と
こ
ろ
麻
布
税
務
署
か
ら
は
30
名
を
超
す

職
員
の
方
に
ご
協
力
頂
き
、
午
後
に
は
小
尾
署
長
は
じ
め
署

幹
部
の
方
々
も
ご
来
訪
さ
れ
、
イ
ー
タ
君
と
共
に
温
か
な
応

援
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
献
血
に
際
し
て
は
い
く
つ
か
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
お
食
事
を
摂
っ
て
お
ら
ず
空
腹
状
態

の
方
、
３
日
以
内
に
出
血
を
伴
う
歯
科

治
療（
抜
歯
や
歯
石
除
去
）な
ど
を
さ
れ

た
方
、
あ
る
時
期
に
特
定
の
国
を
訪
問

さ
れ
た
方
等
に
は
せ
っ
か
く
お
越
し
頂

い
て
も
お
願
い
出
来
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
通
常
は
４
０
０
竓
献
血

が
主
で
す
が
、
体
重
50
㎏
未
満
の
方
は

２
０
０
竓
の
成
分
献
血
と
な
り
、
こ
ち

ら
に
関
し
て
は
ご
協
力
願
え
る
人
数
に

制
限
が
あ
り
ま
す
。
今
回
、
ブ
ー
ス
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
っ
た
75
名
の
う

ち
、
最
終
的
に
献
血
を
お
願
い
出
来
た

の
は
50
名
と
な
り
ま
し
た
。

　
次
回
は
秋
頃
に
六
本
木
ヒ
ル
ズ
ア
リ

ー
ナ
で
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。

　
引
き
続
き
皆
様
の
ご
協
力
を
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

公
益
事
業
委
員
会
委
員
長　
志
賀
律
子

公
益
事
業
委
員
会

　麻布法人会ゴルフ同好会「AZABU GOLF 
CLUB」主催のゴルフコンペが今回、葉山国
際カンツリー俱楽部にて行われました。第１
回目となる今回は芝法人会ゴルフ同好会との
共催で行われました。個人戦・チーム戦共に
皆、日頃の腕を披露しました。ご参加された
皆様、誠にありがとうございました。コンペ
結果は以下の通りです。
１位：谷川哲雄（芝）　２位：後藤　浩（麻布）
３位：杉原　拓（芝）　チーム戦：麻布法人会

AZABU GOLF CLUB　後藤 浩

献血活動
～ 第61回献血活動へのご協力

ありがとうございました ～
令和５年４月10日　東京ミッドタウン

６月16日ニチレイレディス観戦バスツアー
　AGC初企画「LPGAツアー観戦バスツアー」を開催いたし
ました。梅雨時期の屋外イベントにも関わらず、この日は晴
天に恵まれました。ゴルフツアー観戦は初めての方も多数ご
参加いただき、今人気の女子プロを目の前で観戦しその迫力
を堪能しました。「東京ラスク」様より植竹希望プロ応援タ
オルを、「サントリー」様よりビールをそれぞれご提供いた
だき、応援にも一層力が入りました。
　会場正面入り口までバスを乗入れる事が出来た為、移動が
楽で参加された皆様より「是非、次回も行きたい！」との声
を頂きました。ご参加下さいました方々、ありがとうござい
ました。　　　　　　　　AZABU GOLF CLUB　木村志保
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４
月
13
日
木
曜
日
、
第
17
回
法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
愛
媛

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ
か
ら
は
、鈴
木
顧
問
、

吉
田
相
談
役
、額
賀
部
会
長
・
渡
邉
、水
野
両
副
部
会
長
が
参
加
し
、

35
県
連
、
３
８
８
会
、
１
８
８
０
名
の
女
性
経
営
者
が
集
ま
り
ま
し

た
。

　
俳
句
が
盛
ん
な
愛
媛
県
ら
し
く
、
夏
井
い
つ
き
さ
ん
の
句
会
ラ
イ

ブ
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
そ
の
後
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品

紹
介
、
大
会
式
典
、
懇
親
会
と
続
き
、
愛
媛
の
皆
様
の
お
心
の
こ
も

っ
た
歓
迎
ぶ
り
は
有
難
く
、
何
よ
り
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。

　
地
域
創
生
に
も
一
役
買
う
有
意
義
な
大
会
と
な
り
、
来
年
の
広
島

大
会
に
無
事
バ
ト
ン
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ
副
部
会
長　
水
野
成
美

第
17
回
法
人
会
全
国
女
性

フ
ォ
ー
ラ
ム
愛
媛
大
会

令
和
５
年
４
月
13
日

　

テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ
第
11
回
報
告
会
が
、

令
和
５
年
５
月
26
日
に
国
際
文
化
会
館
に

て
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
報
告
会
で
は
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使

い
昨
年
度
の
事
業
内
容
を
説
明
し
、
出
席

者
の
方
の
ご
理
解
を
賜
り
、
滞
り
な
く
閉

会
致
し
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
会
で
は
、
57
名
の
方
に
ご
出

席
頂
き
、
由
美
か
お
る
さ
ん
に
『「
美
と

健
康
」
を
考
え
る
、
い
つ
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
を
忘
れ
ず
に
！
無
理
せ
ず
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ｐ 

Ｂ
Ｙ 

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
（
一
歩
一
歩
）
！！
そ

し
て
出
会
い
』
と
い
う
題
目
で
講
演
を
し

て
頂
き
ま
し
た
。

　
体
を
脱
力
し
て
太
陽
と
コ
ア
と
地
球
を

繋
げ
る
よ
う
な
感
覚
で
一
体
に
な
っ
て
、

深
く
大
き
く
す
る
呼
吸
法
は
、
毛
細
血
管

が
活
発
に
な
り
細
胞
１
つ
１
つ
に
行
き
渡

り
再
生
を
促
す
と
の
事
で
、
由
美
か
お
る

さ
ん
ご
指
導
の
下
、
実
践
し
体
験
し
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
懇
親
会
へ
と
移
り
、
国
際
文

化
会
館
の
、
素
敵
で
美
味
し
い
お
食
事
を

堪
能
し
つ
つ
、
名
刺
交
換
等
の
交
流
も
深

め
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ
で
は
、
今
年
度
よ
り

幹
事
が
２
名
増
員
と
な
り
、
益
々
、
楽
し

く
皆
様
の
為
に
な
る
事
業
を
企
画
し
て
行

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
皆
様
、
是
非
、
テ
ィ
ー
・
ク
ラ

ブ
に
遊
び
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ
幹
事　
庄
司
園
子

ティー・クラブ第11回報告会・講演会・懇親会
令和５年５月26日　国際文化会館

　
全
国
法
人
会
総
連
合
の
青
年

部
会
は
、
そ
の
活
動
の
大
き
な

柱
で
あ
る
「
租
税
教
育
活
動
」

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
毎

年
行
っ
て
い
ま
す
。
全
国
の
各

地
域
か
ら
代
表
部
会
が
集
ま

り
、
厳
正
な
審
査
の
上
、
最
優

秀
賞
が
選
ば
れ
ま
す
。

　
本
年
度
の
東
京
法
人
会
連
合

会
青
年
部
会
の
代
表
選
考
が
、

令
和
５
年
５
月
18
日
に
新
宿
の

ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

東
京
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
エ
ン
ト
リ
ー
が
例
年
よ

り
多
い
４
つ
の
単
位
会
（
中
野
・
武
蔵
府
中
・
目
黒
・
麻
布
）
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

　
麻
布
法
人
会
か
ら
は
若
田
部
、
横
井
両
氏
が
10
分
間
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

短
い
準
備
期
間
な
が
ら
も
、
映
像
を
交
え
た
素
晴
ら
し
い
内
容
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
し
た
。

　
そ
の
他
の
各
単
位
会
と
も
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
発
表
が
多
く
、
活
発
な
発
表
が
続
き
ま
し
た
。
全

て
の
発
表
が
終
了
し
、
東
京
法
人
会
連
合
会
青
年
部
会
の
役
員
、
都
内
48
単
位
会
の
代
表
に
よ
る
厳

正
な
審
査
が
行
わ
れ
、
第
37
回
法
人
会
全
国
青
年
の
集
い
山
形
大
会
の
東
法
連
代
表
に
麻
布
法
人
会

サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、11
月
９
日
に
全
国
の
部
会
長
の
前
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

11
月
10
日
開
催
の
大
会
式
典
に
お
い
て
、
結
果
発
表
、
お
よ
び
表
彰
が
行
わ
れ
ま
す
。
全
国
大
会
で

の
発
表
に
向
け
て
、
引
き
続
き
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
皆
様
の
ご
支
援

と
ご
指
導
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
あ
か
や

ま
ぶ
き
２
０
２
４
年
冬
号
」
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
顧
問　
前
畑
隆
之

2023.813

サ
ン
エ
ー
全
国
大
会
へ

令
和
５
年
５
月
18
日　

ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
東
京

麻布法人会フォトコンテスト
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サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
50
周
年
記
念
式
典

令
和
５
年
３
月
28
日　
グ
ラ
ン
ド
ハ
イ
ア
ッ
ト
東
京

青
南
小
学
校
租
税
教
室

令
和
５
年
６
月
19
日　
青
南
小
学
校

　
令
和
４
年
度
は
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
の
創
立
50
周
年
の
節
目
の
年

に
あ
た
り
、
令
和
５
年
３
月
28
日
に
『
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
創
立
50

周
年
記
念
講
演
会
・
記
念
式
典
・
祝
賀
会
』
を
グ
ラ
ン
ド
ハ
イ
ア
ッ

ト
東
京
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
現
役
メ
ン
バ
ー
や
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
、

親
会
で
あ
る
麻
布
法
人
会
理
事
、
芝
法
人
会
や
第
２
ブ
ロ
ッ
ク
青
年

部
の
ゲ
ス
ト
の
皆
様
、
麻
布
税
務
署
の
方
々
や
他
団
体
の
ご
来
賓
の

方
々
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
１
９
１
名
と
い
う
大
勢
の
み
な
さ
ま

に
サ
ン
エ
ー・ク
ラ
ブ
50
周
年
を
祝
っ
て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
会
で
は
、
我
々
サ
ン
エ
ー
メ
ン
バ
ー
と
同
世
代
の
若
手

経
営
者
で
、
世
界
有
数
の
投
資
フ
ァ
ン
ド
の
日
本
法
人
の
長
を
務
め

ら
れ
て
い
る
、
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
・
グ
ル
ー
プ
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式

会
社
代
表
取
締
役　
橘
田
大
輔
氏
を
お
招
き
し
、
世
界
か
ら
見
た
日

本
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
投
資
戦
略
や
日
本
経
済
が
抱
え
る
課
題
な
ど
に

つ
い
て
貴
重
な
実
例
を
交
え
て
ご
講
演
頂
き
、
質
疑
応
答
で
も
参
加

者
か
ら
多
数
質
問
の
手
が

挙
が
り
、
活
発
な
意
見
交

換
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
記
念
式
典
で
は
、
親
会

の
稲
葉
会
長
、
小
尾
麻
布

税
務
署
長
、
福
留
港
都
税

事
務
所
長
、
武
井
港
区
長

か
ら
暖
か
い
ご
祝
辞
を
頂

戴
し
、
ま
た
日
頃
か
ら
サ

ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
を
応
援

し
て
頂
き
租
税
教
室
に
も

ご
参
加
頂
い
て
い
る
衆
議

院
議
員
・
環
境
副
大
臣
の
山
田
美
樹
先
生
に
も
会
議
期
間
中
の
中
、

駆
け
つ
け
て
頂
き
、
お
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　
歴
代
会
長
紹
介
で
は
、
17
名
の
Ｏ
Ｂ
歴
代
会
長
の
う
ち
７
名
の
方

に
ご
出
席
ご
登
壇
頂
き
、
歴
代
会
長
代
表
と
し
て
第
11
代
会
長
の
岩

上
先
輩
よ
り
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
へ
の
愛
溢
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂

戴
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
の
租
税
教
室
紹
介
や
50
周
年
宣

言
な
ど
内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
予
定
時
刻
を

押
し
て
し
ま
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
の
み
な
さ

ま
や
会
場
ス
タ
ッ
フ
の
ご
協
力
に
よ
り
、
記
念
式
典
を
無
事
滞
り
な

く
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
祝
賀
会
で
も
ご
公
務
ご
多
忙
の
中
駆
け
つ
け
て
頂
い
た

サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト
の
小
池
都
知
事
や
、
全
法
連
小
林
会
長
、
全
法

連
青
連
協
佐
藤
会
長
、
東
法
連
青
連
協
酒
井
会
長
と
多
く
の
ご
来
賓

の
み
な
さ
ま
よ
り
暖
か
い
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
最
後
は
地
元

六
本
木
Ｂ
Ｕ
Ｚ
Ｚ
に
よ
る
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
、
グ
ラ
ン

ド
ハ
イ
ア
ッ
ト
の
会
場
が
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
会
場
に
な
っ
た
か
の
よ
う
に
大

勢
の
参
加
者
の
み
な
さ
ま
に
ダ
ン
ス
で
盛
り
上
が
っ
て
頂
き
、
大
変

盛
大
に
50
周
年
を
祝
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
50
年
と
い
う
長
い
歴
史
の
中
、
こ
れ
ま
で
サ
ン
エ
ー
・

ク
ラ
ブ
を
築
き
、
大
切
に
守
り
、
大
き
く
育
て
ら
れ
て
こ
ら
れ
た
諸

先
輩
方
に
感
謝
申
し
上
げ
、
ま
た
今
回
記
念
す
べ
き
50
周
年
事
業
を

行
う
に
あ
た
り
、
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
現
役
メ
ン
バ
ー
一
同
の
力
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
親
会
や
上
部
団
体
の
み
な
さ
ま
や
関
係
団
体
の

み
な
さ
ま
、
政
治
家
の
先
生
方
な
ど
、
本
当
に
多
く
の
方
々
に
お
力

を
お
貸
し
頂
き
ま
し
た
こ
と
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
50
周
年
式
典
実
行
委
員
長　
坂
本
章
彦

　
今
年
も
青
南
小
学
校
に
て
サ
ン
エ
ー
・
ク

ラ
ブ
に
よ
る
租
税
教
室
を
令
和
５
年
６
月
19

日
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
も
昨
年
に

引
き
続
き
１
時
限
で
の
授
業
と
な
り
、
１
ク

ラ
ス
毎
３
時
限
に
分
か
れ
て
総
勢
１
０
０
名

の
児
童
に
ご
参
加
頂
き
、
街
づ
く
り
ゲ
ー
ム

を
メ
イ
ン
に
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
租
税
教
室
東
京
代
表
に
も
選
ば
れ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
ベ
ー
ス
に
行
わ
れ
た
授
業
で
は
、

５
、
６
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
人
生
ゲ
ー

ム
で
納
め
た
税
金
で
理
想
の
街
を
作
る
た
め

に
ど
ん
な
公
共
施
設
を
建
て
た
い
の
か
、
お

金
は
足
り
る
範
囲
で
賄
う
の
か
そ
れ
と
も
借

金
を
し
て
で
も
建
て
る
の
か
？
ま
た
借
り
た
場
合
は
そ
の
返
済
方
法
を
ど
う
す

る
の
か
？
ま
で
を
話
し
合
っ
て
決
め
、
最
後
に
発
表
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
今
回
講
師
３
人
全
員
が
初
め
て
の
経
験
で
し
た
が
、
子
供
た
ち
の
レ
ベ
ル
の

高
い
議
論
に
感
心
し
つ
つ
も
楽
し
く
授
業
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
児
童

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
も
、
多
く
が
楽
し
く
税
金
の
必
要
性
が
学
べ
、
授
業

を
受
け
る
前
は
税
金
は
払
い
た
く
な
い
と
思
っ

て
い
た
け
ど
、
ゲ
ー
ム
後
は
納
税
の
大
切
さ
が

分
か
り
税
金
を
た
く
さ
ん
払
い
た
く
な
っ
た
！

な
ん
て
嬉
し
い
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　
租
税
教
育
は
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
の
基
幹
事

業
で
あ
り
ま
す
の
で
、
納
税
の
大
切
さ
は
勿
論

の
こ
と
、
税
と
社
会
の
仕
組
み
を
楽
し
く
、
そ

し
て
分
か
り
や
す
く
学
べ
る
よ
う
工
夫
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
副
会
長　
中
西
謙
太

50周年式典実行委員

　
令
和
５
年
６
月
21
日
赤
坂
ア
プ
ロ
ー
ズ
ス
ク
エ
ア

迎
賓
館
に
て
、「
令
和
４
年
度
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ

活
動
報
告
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
我
々
サ
ン
エ

ー
・
ク
ラ
ブ
の
令
和
４
年
度
の
活
動
を
報
告
し
ま
し

た
が
、
１
年
間
コ
ロ
ナ
禍
に
も
関
わ
ら
ず
多
く
の
活

動
が
で
き
た
こ
と
、
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
け

た
こ
と
、
仲
間
が
た
く
さ
ん
増
え
た
こ
と
、
そ
し
て

50
周
年
記
念
式
典
を
盛
大
に
開
催
さ
せ
て
頂
い
た
こ

と
、
サ
ン
エ
ー
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
思
い
出
に
残
る

大
切
な
１
年
と
な
り
ま
し
た
。稲
葉
会
長
を
は
じ
め
、

理
事
の
皆
様
、
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
、

会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
に

ご
理
解
・
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
こ
の
よ
う
に
活
動

が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
は
役
員
改
選
期
と
な
り
、
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ

ブ
の
新
会
長
に
若
田
部
鉄
也
さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
若
田
部
さ
ん
は
私
が
サ
ン
エ
ー
・

ク
ラ
ブ
に
入
会
し
た
時
、
事
業
委
員
長
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
６
年
間
副
会
長
と
し

て
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
を
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。
お
祭
り
が
大
好
き
で
、
明
る
く
楽
し
い
若

田
部
さ
ん
が
率
い
る
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

　
サ
ン
エ
ー・ク
ラ
ブ
の
定
年
は
52
歳
と
な
り
、
本
年
は
４
名
の
方
が
ご
卒
業
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
懇
親
会
に
ご
出
席
い
た
だ
い
た
木
村
耕
太
郎
先
輩
に
卒
業
の
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
為
最
近
は
や
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
木
村
先

輩
の
提
案
で
、
活
動
報
告
会
に
余
興
を
盛
り
込
む
流
れ
が
始
ま
り
ま
し
た
。
私

も
漫
才
を
披
露
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
し
、
Ａ
Ｋ
Ｂ
の
曲
で
踊
る
余
興
は
毎
年

大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。
木
村
先
輩
は
ご
卒
業
さ
れ
ま
し
た
が
、
あ
の
余
興
は

是
非
復
活
さ
せ
た
い
で
す
。
余
興
だ
け
で
な
く
、
租
税
教
育
活
動
に
も
ご
尽
力

下
さ
り
、
総
務
委
員
と
し
て
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
２
年
間
私
の
こ
と
を
支
え
て
頂
い
た
正
副
役
員

を
は
じ
め
、
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
の
お
陰
で
無
事
に
会
長
の
任
期
を
務
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
サ
ン
エ

ー
・
ク
ラ
ブ
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。　
　
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
相
談
役　
内
田
泰
介

令和４年度活動報告会
令和５年６月21日　赤坂アプローズスクエア迎賓館
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青
山
通
り
と
外
苑
西
通
り
と
が
交
差
す
る
南
青
山
三
丁
目
の
交
差
点
か
ら

渋
谷
方
向
に
進
み
、
右
手
に
青
山
児
童
館
が
あ
る
場
所
で
、
右
に
折
れ
て
進

む
と
、
児
童
館
の
隣
に
何
か
の
記
念
碑
が
在
り
ま
す
。

　
そ
の
脇
に
は
、
昔
門
柱
だ
っ
た
様
に
見
え
る
石
柱
も
立
っ
て
い
ま
す
。

　
隣
接
す
る
地
区
に
は
以
前
都
営
住
宅
の
団
地
が
在
り
ま
し
た
が
、
南
側
が

再
開
発
事
業
に
よ
り
高
層
化
し
、
北
側
は
今
後
の
再
開
発
を
控
え
て
空
き
家

の
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
記
念
碑
に
記
さ
れ
て
い
る
碑
文
を
読
む
と
、「
青
山
師
範
学
校
の
跡
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
記
録
に
よ
れ
ば
、
明
治
時
代
こ
の
場
所
に
は
、
教
員
の
養
成
を
目
的
と
し

た
東
京
府
師
範
学
校
が
設
置
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
同
学
校
は
そ
の
後
、
東
京
府
青
山
師
範
学
校
、
さ
ら
に
は
官
立
の
東
京
第

一
師
範
学
校
と
改
め
ら
れ
、
戦
後
東
京
学
芸
大
学
の
母
体
と
な
り
ま
し
た
。

　
碑
文
に
は
、
明
治
丗
三
年
（
三
十
三
年　
一
九
〇
〇
年
）
に
こ
の
地
に
学

校
が
建
て
ら
れ
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
年
）
ま
で
の
丗
六
年
間
（
三
十

六
年
間
）
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
同
校
は
そ
れ
か
ら
世
田
谷
に
移
転
し
た
そ
う
で
す
が
、
残
さ
れ
た
旧
校
舎

は
戦
災
に
よ
り
焼
失
し
、
往
時
を
偲
ぶ
物
は
無
く
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
年
）、
東
京
府
青
山
師
範
学
校
及
び

附
属
小
学
校
の
卒
業
生
の
皆
さ
ん
が
、こ
こ
に
記
念
碑
を
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
の
今
日
、
青
山
師
範
学
校
の
跡
を
記
し
た
記
念
碑
は
、
明
治
維
新
後

の
日
本
の
近
代
化
の
時
代
に
あ
っ
て
、
教
育
を
担
う
人
材
を
育
成
し
た
歴
史

を
、
後
世
に
伝
え
て
い
ま
す
。

山本閉留巳 広報委員

●
口
座
振
替
に
よ
る

　
会
費
納
入
の
お
願
い

　
会
費
は
そ
の
年
度
分
（
４
月
〜
翌

年
３
月
、
途
中
入
会
は
月
割
り
）
を

一
括
に
て
、
ご
指
定
の
金
融
機
関
よ

り
口
座
引
落
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
皆

様
か
ら
集
め
ま
し
た
会
費
は
、
そ
の

年
度
の
会
の
運
営
資
金
と
な
り
ま
す

の
で
、
何
卒
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
口

座
引
落
を
ご
選
択
い
た
だ
け
な
い
場

合
は
、
当
年
度
分
の
振
込
用
紙
を
発

送
い
た
し
ま
す
。

●
移
転
そ
の
他
変
更
が
生
じ
た
ら

　
住
所
変
更
や
社
名
、
代
表
者
様
の

変
更
等
が
生
じ
ま
し
た
ら
、
事
務
局

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

今や老若男女全ての日常に深く浸透し
ているSNSは、多様で膨大な情報を
瞬時に入手できることでより適切な行
動をとったり、幅広い考え方を身につ
けられる大変に有用なツールだ。
しかし時に無意識のうちに洗脳され偏
った考え方に陥る危険性もはらむた
め、常に十分な注意を払うことも必要
だ。
誰が誰に対してどんな行動を期待して
流しているかにより、同じ情報でもさ
まざまに形を変えて伝達される。与え
られた情報により人は自身の意識や行
動に大きな影響を受けるが、それは時
に紛争などの大きな問題に発展してい
くこともある。
戦時中の日本もそうであったように情
報戦は人々の無意識に浸透していくの
でとても厄介だ。
私たちはバランスよく冷静な判断を出
来ると思いきや、近年気になる弊害も
増えている。
芸能界で活躍していた人たちが目に見
えない攻撃にさらされ、命を落とすニ
ュースに触れるにつけ、悲しみとやる
せなさで少し背筋が寒くなる。
今の時代、何が真実なのか、操られて
行動を起こしてはいないか、情報溢れ
る現代だからこそ常に冷静に心を整え
て見極めていきたい。

広報委員　志賀律子

　　　　　  　2023年３月〜６月

法人名
M-leap
イーストランド㈱
前田　陽子
トーテクシステム㈲
VERTU(同)
㈱ファイロン
ニューパルス㈱NPO法人日中文化交流センター
㈱国際危機管理機構
㈱くすのき不動産コンサルティング
㈱フロンティア･エンタープライズ
MACHINA㈱
㈱クリアス
㈱シノザキ
㈱絵一
㈲シナジー
アナザースカイ・レジデンス㈱
ジャパンエレベーターサービス城南㈱
㈱ラグジュリーク
㈱ハンデックス
㈱yskリフォルム

代表者
吉鶴　　舞
島田　昌彦
　
今野　邦浩
前田　　翔
前畑　雅広
斎藤　　麟
金重　凱之
楠　理英子
中園　哲根
小河原麻衣
鈴木　世一
山口　亮介
中村　千絵
竹原　聖二
白石聡一郎
梅田　朝和
眞野　直美
徳村　有聡
秋元　慶子

連絡先住所
　
港区南青山6-5-55-2F
中央区銀座4-10-12-4F
港区赤坂7-9-9-2F
港区六本木6-2-31-17F
荒川区西日暮里5-10-12-4F
港区六本木3-16-13-510
港区北青山3-2-4-3F
港区赤坂4-8-19-3F
港区東麻布1-9-11-1105
港区赤坂9-6-28-606
中央区日本橋2-1-17-2F
八王子市東中野1432-29
港区六本木4-5-8-B1F
品川区東五反田1-18-3
港区三田5-16-16-1F
千代田区東神田1-11-2-8F
港区南麻布5-9-19-301
千代田区外神田3-12-8-17F
新宿区西新宿5-23-12-2F

業種
ボイストレーナー、パーソナルトレーナー、ピラティスインストラクター
インポートアパレルブランドの輸入卸売、小売
漢方薬店、漢方相談
水廻りのメンテナンス、販売、工事（ToTo製品）
IT・情報通信業
時間貸し駐車場及び駐輪場の運営管理、不動産売買仲介 
IT人材派遣 コンピューターシステムを企画･文化交流
危機管理コンサルティング業
宅建講座、販売、海外向け、不動産販売コーディネート
PR代理店
小売フラワー装飾、カウンセリング、訪問介護
コンサルタント業 
リフォーム業
飲食 
不動産コンサルティング
不動産業
昇降機の保守メンテナンス及びリニューアル
インバウンド・企画・旅行業
業務請負事業
建設業、リフォーム業

連絡先TEL
　
03-6231-2970
　
03-3583-7435
03-6822-5242
03-5615-1930

03-6804-2951
　
03-5565-1121
　
03-6824-5170
042-678-5862
　
　
03-6455-7014
03-3851-8251
03-6422-3770
03-5289-3241
03-5879-2783

新会員の
ご紹介

　eLTAX電子納税が大変便利です
　地方税共通納税システムでのeLTAX電子納税が大変便
利です。
　インターネットバンキング等での納付やダイレクト納付
に加えて、令和５年４月からクレジッ
トカード納付も可能になりました。
　詳細はeLTAXホームページをご確認
ください。
　https://www.eltax.lta.go.jp

　都税がスマートフォン決済アプリで
　納付できます
　都税の納付にスマートフォン決済アプリを是非ご利用く
ださい。アプリ内で納付書のバーコードを読み取るだけで、
いつでも、どこでも、簡単に納付できます。
　なお、令和５年５月から楽天ペイでも納付できるように
なりました。
　詳細は、東京都主税局HPをご確認ください。
　https://www.tax.metro.tokyo.lg.jp/
　common/tozei_nouzei.html#L16

主税局HPエルタックスHP
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